


教員間の連携

SGH担当教員 教科別割合（2019年度）

SGH担当教員 計24名（外国人含む）
学年ごと定例会議（時間割内）
➡多様な意見を取り入れる



「未来を読み解く力」と「世界に発信する力」を兼ね
備えた、地球規模の視野を持って世界のあり得べ
き未来図を描き、社会をより良い方向に導いてい
く者。

目指すグローバルリーダー像

⇒「導く先」が見えていないといけない

⇒未来を見通す力の養成

⇒シナリオ・プランニング（SP）



・「○○年後の△△」という形で定めたテーマに関する
未来を描く手法の1つ。

・「テーマ」に大きな影響を与えるが、今後どうなるか不
確定な」因子2つを探す。
・2つの因子それぞれが＋－のいずれに動くかで、4つ
の未来のシナリオを描く。

・このようにして「起こりうる複数の未来」を論理的に作
り上げ、未来の多様なリスクに備えようとするもの。

シナリオ・プランニング（SP）とは



「2030年度の堺市におけるエネルギーの地産地消について」
（生徒作品）

化石燃料価格の下落 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

化石燃料価格の上昇 

堺市の地価下落 堺市の地価上昇 

新規作成 現状活用 

両者均衡 火力優勢 



• STEPゼミ

• Global English（GE）

SP
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Societal (社会学)
Technological (科学技術)
Economic (経済学)
Political (政治学)

SPを支えるもの



【Scenario Planning（シナリオ・プランニング）】
多様な可能性を考え、未来をよい方向に導く

【共通学習（PEST）】
「Political」 「Economic」
「Societal」 「Technological」

【Global English（グローバル・イングリッシュ）】

海外研修

中学校

《教育改革》

・主体的な

学習習慣

・論理的に
考える力

・聞く力
・話す力

目指すグローバルリーダー像
「未来を読み解く力」と「世界に発信する力」を兼ね備えた、
地球規模の視野を持って世界のあり得べき未来図を描き、
社会をより良い方向に導いていく者。

｢世界に発信する力｣
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力
日本語と英語でロジックとレトリックの
両方を駆使した会話ができる能力

エネルギーの観点から世界の改革を図る
―未来を創造する産官学グローバルネットワーク構想―

成果の普及
・研究会の実施
・成果をHPで公開
・成果報告書の開示
・シンポジウムの開催
・研究内容のテキスト化
・他のSGH研究校との交流

協力・支援
・京都大学 ・大阪大学 ・関西学院大学
・産業技術総合研究所 ・ＪＡＸＡ など

１年次

《共通学習》

・Political基礎
・Economic基礎
・Societal基礎
・Technological基礎

全員が共通して履修し、
２年次以降の学習の
土台を作る。

・情報（ITパスポート）

３年次

《SP》
・課題研究深化
・日本語と英語に
よる研究発表

・研究論文作成
・英語による
研究論文の
サマリー作成

２年次

《SP （シナリオ・プランニング） 》

PEST各ゼミから数名ずつを集めた
グループを作り、課題研究を行う。

《PESTゼミ》 （選択履修）

・Political…模擬国連演習
・Economic…ﾊﾞｰﾁｬﾙﾄﾚｰﾄﾞ
・Societal…ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ演習
・Technological…太陽電池作成

海外との連携
・姉妹校Brisbane Grammar SchoolとのSKYPE授業
・高校、大学との共同研究

｢未来を読み解く力｣
課題発見能力
情報収集・処理能力
幅広い視野と深い洞察力

Global English（GE） TOEFL iBT 100点！
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SP

大学・企業等からの
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

世界に向けて
発信！

【リーダー
としての素養】

・確かな学力
・自利利他の精神
・日本文化に
裏付けられた
ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨｰ



• 国際シンポジウム

• 国内外の研修旅行

• フィールドワーク

• ワークショップ

• 外部講師による授業

SPを支えるもの



• 国際シンポジウム

1  本校１年生によるゼミ活動の発表

2  本校２年生と海外招待校学生による、シナリオ・プラン

ニングの発表（３グループ）

3  本校生と海外招待校学生によるパネルディスカッション

4  ポスター発表

5  海外招待校学生や各校生徒による交流会

海外４カ国から５校（生徒１０名、教員５名）招待





• オーストラリア海外研修旅行





・春期フィールドワーク（1・2年）

１ シンガポール・マレーシアコース

２ フィリピンコース

３ ベトナムコース

４ 東京コース

・夏期フィールドワーク（1年）

1 政治学（関西学院大学）

2 社会学（関西学院大学）

3 産業技術総合研究所

4 異文化理解（大阪大学）

5 滋賀県琵琶湖環境部







・ＳＰの完成

協同作業による生徒のグループＳＰ

⇒共通部分と個人部分を論文に

⇒実社会での活用

・教材化と協働SP
「ＳＰワークブック」

グローバルネットワーク構想

・教職員研修

シナリオ・プランニング（SP）を体験

シナリオ・プランニング（SP）のまとめ







トビタテ！留学JAPAN
第１期 ３名

第２期 １３名

第３期 １０名

第４期 １０名

グローバル生を含む生徒の取り組み



・第１８回日経ストックリーグ

敢闘賞，入選（各１チーム）

・第９回観光甲子園

金賞，一般審査員賞（各１チーム）

・キャリア甲子園２０１７

準決勝進出（５チーム）

・第５回高校生ビジネスプラン・グランプリ

ベスト１００入選（１チーム）

・２０１７ ＥＤＴＭ ポスター発表参加（３チーム）

グローバル生を含む生徒の取り組み



総合企画部

SGHプロジェクトチーム
担当責任者
担当教員（数名）
事務職員

企画広報係国際課

SGH運営指導委員会学内SGH事業運営委員会

学校法人 清風南海学園

設置指導

指導・評価指導

連携

連携連携

金剛会

(同窓会)連携

学外連携先

Brisbane Grammar School
マレーシア工科大学

京都大学
大阪大学
慶応義塾大学
関西学院大学

昭和シェル
大阪府高石市
滋賀県

産業技術総合研究所
宇宙航空研究開発機構(JAXA)



・国際シンポジウムで、外国人学生・国内他校生とSPを
協働実施

・卒業論文集・DVDを作成し全国のSGH校・アソシエイト
校に配布

・文化芸術の日（文化祭）でSGHの活動報告、フィールド
ワーク先（フィリピン）の支援事業（募金活動）を実施

・本校のHPにてSGHのページを掲載し、活動報告を実施

成果の普及



・ＷＷＬプロジェクトにおいて、関西学院・関西学院大学
（拠点校は関西学院高等部）の連携校となる

・次年度からは授業時間外に週２時間の活動を行い、
内部進学生だけでなく、高校入学生からも募集を行う

・国際シンポジウムやフィールドワーク活動も継続して
行う

事業の継続
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